京大広報 No. 681 by 京都大学渉外部広報・社会連携推進室
Title京大広報 No. 681
Author(s)












































本学学生が第13回 AUN Educational Forum 






























































































































































ンポジウム「Research Symposium on University 
Museums: Forming a University Museum 












































































































































































































































































左から河原達也 教授，喜多 一 副センター長，中島 センター長，





　　　　　　　 （Chair of Human Resource Development 
for Asian Business）
































































































































































































































































































































































































































































































































ディネーターのNik Meriam Nik Sulaiman教授，
Azizan Baharuddin教授，Jamilah Mohammad教授，
Faridah Othman准教授，Noor Zalina Mahmood講
師，Azizi Abu Bakar職員，Yazlie Aizat職員，マレー
シア国民大学からMazlin Mokhtar教授，Salmaan 
Inayat Hussain教授，Goh Choo Ta講師，マレーシ




















of Malaya - Kyoto University Overseas Base in 


















































































































































シンポジウム「シリーズ 私の仕事とキャリアデザイン５ －国際 NGOの仕事
－」を開催
講演をする石井大阪大学准教授
会場の様子
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福田善弘先生は，７月29日
逝去された。享年67。
先生は，昭和45年に京都大
学医学部を卒業され，医学実
地修練，公立小浜病院勤務の
後，同51年から京都大学医学
部附属病院内科学第二講座医員，同54年同助手（同
57年京都大学医学博士号取得），同63年医学部講師，
平成６年同助教授を経て，同７年京都大学医療技術
短期大学部教授に就任，同15年同医学部保健学科教
授，同19年京都大学大学院医学研究科人間健康科学
系教授（検査技術科学コース）に就任された。平成21
年３月定年により退職され，京都大学名誉教授の称
号を受けられた。先生は消化器病学，肝臓病学，検
査技術科学などにおいて熱心に学生の教育研究指導
に当たられ，幾多の優秀な肝臓専門医，医療専門職
を育成された。
先生の研究領域は消化器内科学，肝臓病学であ
り，特に肝疾患の免疫学的側面からの解析や肝癌の
遺伝子解析において多くの国際的業績を挙げられ，
また京都大学医学部附属病院にて，長年肝疾患の診
療に従事し多大な貢献を果たされた。
先生は日本内科学会支部評議員，日本消化器病学
会財団評議員，日本肝臓学会評議員として，またそ
の他の多くの学会会員として学会の運営に携われ，
さらに肝疾患に関する多くの研究会の代表世話人，
幹事としても斯学の発展に大きく貢献された。
 （大学院医学研究科）
福田　善弘　名誉教授
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アジア・アフリカ地域研究研究科教授が逝去
されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
７月21日（土）より吉田南構内グラウンドにおい
て，平成24年度総長杯（軟式野球大会）を開催し，11
チームが参加した。突然の豪雨による試合の中止，
順延により試合日程が大幅にずれ込んだが，無事に
全日程を終了した。また，各試合には職場の同僚等
も応援に駆けつけ，厳しい暑さの中，白熱した試合
が繰り広げられた。
決勝戦を７月28日（土）10時00分から行い，全病院
チーム（医学部附属病院）が接戦を制し，見事，優勝
した。試合終了後の表彰式では，川内　享総務部人
事課長より優勝杯，表彰状および賞品が授与された。
試合の結果は次のとおり。
優　勝：全病院チーム
　　　　（代表者：栗本　和昌）
準優勝：施設部・情報部チーム
　　　　（代表者：中村　守）
 （総務部）
平成24年度総長杯（軟式野球大会）を開催
優勝した全病院チーム 準優勝した施設部・情報部チーム
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足立　明先生は，８月26日
逝去された。享年59。
先生は，昭和27年大阪府に
生まれ，同52年京都大学工学
部衛生工学科を卒業，同61年
スリランカのペラデニア大
学大学院社会学専攻修士課程を修了，京都大学東南
アジア研究センター研修員を経て，同64年北海道大
学文学部助教授に就任，同８年同学部教授に昇任さ
れた。この間，平成２年京都大学より農学博士号を
授与された。平成12年京都大学大学院アジア・アフ
リカ地域研究研究科連環地域論講座教授に就任，同
21年同研究科グローバル地域研究専攻新設に伴い南
アジア・インド洋世界論講座教授に就任された。
先生はスリランカの焼畑農村や労働交換の研究，
開発現象の研究，「アクター・ネットワーク論」を巡
る論考を通して人類学と地域研究の進展に貢献され
た。その論とは，先生の言葉によれば，「われわれ
の目の前にある事象は，そもそも社会，文化，生態
などに分かれているのではなく，本来，人，言葉，
モノがネットワークとしてつながった一つの全体
（うつろいやすいものではあるが）であるということ
なのである。そして，この『当たり前』な見方で世界
をとらえなおそうということなのである。」
研究と教育に情熱を注ぎ，同僚と学生に愛された
足立先生の早世が，深く惜しまれる。
 （大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）
足立　　明　教授
上山春平先生は，８月３日
逝去された。享年91。
先生は，昭和18年９月京都
帝国大学文学部を卒業され，
同大学大学院を経て，同24年
８月愛知学芸大学助教授，同
29年４月京都大学人文科学研究所助教授，同43年４
月同教授となり，同57年４月より京都大学人文科学
研究所長，同研究所附属東洋学文献センター長，京
都大学評議員に就任，同59年４月停年により退職さ
れ，京都大学名誉教授の称号を授与された。停年後
は，関西外国語大学教授を経て，昭和60年４月から
平成３年３月まで京都国立博物館長の任に就かれ，
その後，甲南女子大学教授を経て，同４年４月から
同10年３月まで京都市立芸術大学長に就任された。
京都大学人文科学研究所では西洋思想研究部門を
担当し，哲学およびそれに関連する諸学の研究と教
育に尽力されるとともに，共同研究班「西洋近世論
理思想の研究」，「人文学の方法」，「公共的価値の研
究」を主宰された。先生の研究活動は，現代哲学の
根底にある論理思想の解明，特に弁証法と形式論理
学の関係の研究を出発点にしつつ，人文学の広範な
領域にわたり，哲学のほか，日本史，日本文化論，
日本思想史，日本宗教史などの分野において研究を
大きく進展させた。とりわけ世界の文明史的視野の
中での日本文明の個性を探求する研究は，学界のみ
ならず広く一般知識人に大きな影響を与えた。
これらの功績に対し，昭和43年毎日出版文化賞，
同62年京都新聞文化賞，同63年11月紫綬褒章を授与
され，平成６年11月文化功労者として表彰された。
また，国立国際美術館評議員会評議員，京都国立
近代美術館評議員会評議員，国文学研究資料館評議
員，国立民族学博物館評議員，国際日本文化研究セ
ンター評議員，総合研究大学院大学準備委員会委員，
同運営審議会委員，岡崎国立共同研究機構評議員会
評議員，財団法人日本博物館協会顧問等，数多くの
要職を歴任し，わが国の学術の振興に多大な貢献を
果たされた。
 （人文科学研究所）
上山　春平　名誉教授
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